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Team Connect/Challenge グループ活動まとめ 

2024/1/14 Lib活 県民が編むかながわの半世紀 第 2期：チーム C  

1. メンバー紹介 

✓ C1（リーダー）：チームの先導役。引っ張ってるのは足かもしれない。 

✓ C2（サブリーダー）：チームの頼れる姉御。困っている人は見逃せない。 

✓ C3：チームのムードメーカー。いつもニコニコ楽しそう。 

✓ C4：チームの良心。優しくふんわりフォロー。 

✓ C5：チームのご意見番。知識が広い。発言には一本筋を通す。 

✓ C6：チームの大番頭。肝心な場面はしっかり引き締める。 

 

2. TeamCの共通の視点：「神奈川県で暮らすということ」 

 各個人テーマを俯瞰すると、いずれも日常の暮らしに深く関わることが明らかであった。

高度経済成長期以降、半世紀にわたる神奈川県の変貌を各テーマごとに検証し、県民の

生活が変容したのか否か、県民の視点から明らかにすることをチームの目的とした。 

 

3. 個人テーマ 

氏名 分野 テーマ 概要 

C2 食 神奈川県の緑地保全の中での農地
の役割 

緑地保全の施策で守られているはずの農地が

宅地に転用されている。農地はなくなってしま

うのか 

C6 食 神奈川の蔵元とエコツーリズム 
酒蔵のエコツーリズムの探究を通じて、地元神

奈川の魅力を再発見し、酒蔵の維持発展につな

げる 

C1 移動 神奈川県内の国道 16号の高架橋 
国道 16号線の高架橋による交差点渋滞解消

効果はあったのか。３つの高架橋の事例で検証

する 

C3 移動 京急電鉄の魅力から変貌する県土
を考察する 

京急線が県民に愛される理由は何か。実体験を

もとに京急が神奈川県にもたらした変化と魅力

を探る 

C5 住 相模大野駅近傍地域の歴史と変貌 
米軍基地が伊勢丹になり、閉店跡にタワマン建

設中。住宅地・文化施設・商業地が混在する地域

への変遷を住民目線で解き明かす 

C4 住 
公害都市の環境再生への取り組み
～川崎市臨海部の過去・現在・未来
を探る 

1970～1990年代の川崎臨海部の変化、川崎

市の公害対策とその効果から、現在と未来を展

望する 

表 1 個別テーマ 
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4. TeamCが考える半世紀の「変貌する県の姿」 

 各メンバーの研究テーマを通して、半世紀の間で神奈川県の暮らしが確実に変わってい

ることが分かった。農地は減少しているが効率高く食料を生産しており、魅力的な蔵元が

いて、国道 16号の渋滞の一部が解消していて、京急線は持続的に魅力を発信し、相模大

野では再開発が進展し、川崎臨海部はエコタウンを模索している。表面上の県の姿は大き

く変わり、生活環境は向上していると言える。しかしこれらの結果を踏まえた我々Team 

Cの結論は、実感として、これらの変化を体感しながら暮らす我々県民の基本的な本質

は、良くも悪くも変わっていない。 

 

5. 各テーマの取り組みの面白い点、興味深い点 

C2： 神奈川県の農業全体を対象としたこと。農地は縮小したものの、農業そのものが

失われたわけではない。農地を残したいという思い入れを感じた。難しいテーマ

を分かりやすく解きほぐしている。 

C6： 神奈川の酒蔵とエコツーリズムを繋げた着想が面白い。国内の酒蔵の数が減って

いく中で、神奈川には個性的な 14の酒蔵があり、魅力的な蔵元がいることが分

かった。 

C1： 国道 16号が走る空間と道の歴史をつなげた点。尾張屋橋や橋本五差路などの

渋滞は解消された。16号線の重要性が分かった。高架橋でアクセルをふかし、排

ガスが増えていないか、渋滞のみならず事故も減ったのではないか。 

C3： 京急愛に溢れていることがにじみ出ていた。調査にあたりミュージアムを訪れ、

電車に乗って三崎口に行くなど、実体験を重視して語っているところに説得力が

あった。京急は利用者を楽しませる努力を常にしている。 

C5： 相模大野に伊勢丹があったのはたったの 29年。跡地にタワマンを建設中。住民

の生の声を地道に集めたところに脱帽した。表層的な変貌（都市化）と心の変貌

は必ずしもリンクしていない。相模大野に行ってみたいと思った。 

C4：               公害は環境問題と呼ばれるようになった。公害は無くなってはいないが暮らしや

すくはなった。自動車の排ガス規制が一番遅かった。そして川崎は今やエコタウ

ン。行政の文書には良いことしか書いていない。 

 

6. Lib活 第２期の活動に関して（学び、気付き） 

✓ 本や新聞を読んだり街を歩く時に見えてくるものが変わったことを実感している。 

✓ 新聞記事や文献だけではなく、現地を訪れないと分からないことがあった。 

✓ 調べを進める中で、本論以外に面白そうなサイドストーリーがたくさんあった。 

✓ 知らないことをいっぱい発見できた。参加して良かった。 

✓ 色々な図書館や県立公文書館に行けるきっかけとなり新しい体験ができた。 

✓ 図書館の蔵書にはいろいろ特色があることがわかった。 

✓ 神奈川新聞のWeb検索を初めて体験した。 Lib活の講義が役に立った。 


